
包括的連携協
定１０周年

　

鹿
児
島
ー
羽
田
を
結
ぶ
航
空
会

社
、
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
。
東
京
へ
、

毎
日
往
復
４
便
運
航
。
東
京
の
他
、

沖
縄
、
名
古
屋
へ
向
か
う
便
も
あ

り
、
県
民
の
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

錦
江
町
は
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
と

２
０
１
４
年
12
月
に
包
括
的
連
携

協
定
を
締
結
。
今
年
は
10
周
年
を

迎
え
る
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
。
今

回
は
、
本
町
と
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の

10
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
10
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
と
本
町
が
つ
な

が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

２
０
１
２
年
10
月
。
ソ
ラ
シ
ド
エ

ア
の
機
内
誌
に
大
隅
半
島
を
取

り
上
げ
る
特
集
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
本
町
へ
の
取
材
に
同
行

さ
れ
て
い
た
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
担

当
の
方
が
、

「
こ
の
よ
う
な
い
い
と
こ
ろ
、
み

な
さ
ん
知
ら
な
い
で
す
よ
。
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。
う
ち
の
飛

行
機
を
Ｐ
Ｒ
媒
体
と
し
て
使
っ
て

く
だ
さ
い
。」

と
。
こ
の
言
葉
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
実
現
し
た
の
が
２
０
１
３

年
７
月
の「
元
気
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

錦
江
町
号
」
の
就
航
。
ソ
ラ
シ
ド

エ
ア
は
機
体
を
活
用
し
、
地
域
を

Ｐ
Ｒ
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
空
恋
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機
体
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
空

恋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
て
、「
元

気
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
錦
江
町
号
」

が
就
航

錦
江
町
と
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
コ

ラ
ボ
商
品「
ソ
ラ
メ
ロ
パ
ン
」を

県
内
200
店
舗
の
ロ
ー
ソ
ン
で
販

売包
括
的
連
携
協
定　

締
結

鹿
児
島
空
港
内
で
の
特
産
品
販
売

グ
リ
ー
ン
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
へ

の
参
加

九
州
移
住
ド
ラ
フ
ト
会
議
へ
の

参
加

ソ
ラ
チ
ョ
ク
便（
空
陸
一
貫
小

口
貨
物
輸
送
サ
ー
ビ
ス
）を
活
用

し
た
流
通

ソ
ラ
シ
ド
機
内
誌　

掲
載

包
括
的
連
携
協
定　

10
周
年

 

 
広報第

年 月 日

就航 周年記念事業 機体活用プロジェクト『空恋』

「元気ファクトリー錦江町号」就航決定！

ソラシド エア（スカイネットアジア航空株式会社 本社：宮崎県宮崎市 代表取締役社長 髙橋

洋）で取り組む機体活用プロジェクト『空恋～空で街と恋をする～』におきまして、鹿児島県として

第 号となる肝属郡錦江町の「元気ファクトリー錦江町号」が、 月 日（月） に初フライトを迎えま

す。（初フライトとなる 便（鹿児島発 羽田着 ）において就航記念セレモニーを鹿児島空

港にて予定しております。）

就航開始日は機材状況等により前後する場合があります。予めご了承ください。

鹿児島県錦江町は、大隅

半島の西部に位置し、

年 月に旧大根占町と旧田

代町が合併して発足した肝

属郡に属する町です。

大隅半島の清らかな水

と空気、そして肥沃な土地

では、お茶や瑞々しい野菜

など数多くの農産物が育て

られ、日本有数の農業地域

です。

そんな自然豊かな町のシンボルキャラクターである「でんしろう」をはじめ、でんしろうの妹分「クワ

ガタガールズ」、旧大根占町のキャラクター「 ・ 」が今回の機体モチーフとなっています。

ソラシド エアの機体活用プロジェクト『空恋』は、地域振興を目的としています。機体側面に九

州・沖縄の自治体名を表示し、機内外を自治体 の場として活用していただきます。

ソラシド エアでは、“空から笑顔の種をまく。”のブランドコンセプトのもと、今後とも「九州・沖縄

の翼」としてより一層地域のみなさまとの絆を深め、九州・沖縄にはなくてはならないエアラインへ

と成長してまいります。 

機体活用プロジェクト“空恋”

「「元元気気フファァククトトリリーー 錦錦江江町町号号」」
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錦江
暮らしの情報や、みん
なの活躍など、まちの
話題をピックアップし
てご紹介します。

でんしろううんめもんの会表彰

錦江町・ソラシドエア包括的連携協定

だいこんやぐら

12月13日～14日に第6回大根やぐらライトアップ
イベントが宿利原農村公園周辺で行われまし

た。このイベントは地域の方が一体となり、地場産業の
干し大根を町内外にPRし、地域活性化を目的に開催し
ています。また、当日は地元の食材を使った豚汁の無
料配布、舞台での催しもあり、来場者は楽しまれてい
ました。今年は、台風の影響で大根の数は少なめでし
たが、県内外から2日間で約2000人の来客がありまし
た。今後も地場産業を活かし、都市と農村をつなぐイ
ベントとして開催していきたいと思います。

11月26日に、でんしろううんめもんの会が、かごし
まの“食”活動表彰の地産地消活動部門で大賞を

受賞しました。
　この賞は、食育及び地産地消活動に取り組む先進的な
団体等を表彰するものです。
　授賞式の後、活動事例発表などもあり、日頃の活動や
今後の目標を代表の猪鹿倉房子さんが発表しました。

12月3日にソラシドエア（スカイネットアジア航空
株式会社）と錦江町が地域社会発展に寄与する事

を目的とした包括的連携協定を締結しました。
　錦江町は県内では初となる、ソラシドエアの「空恋プ
ロジェクト」で機体に錦江町のゆるキャラでんしろうを
描いた「元気ファクトリー錦江町号」を就航させました。
「空恋プロジェクト」は昨年の10月で終了しましたが、
今後も地域振興の取り組みを続ける為に包括的連携協定
を締結しました。ソラシドエアの髙橋洋社長は、「これか
らも両者が主催するイベント等へ参画し、交流を深めて
いきたいです。」と話してくださいました。

東九州自動車道開通

12月21日に東九州自動車道の曽於弥五郎インター
チェンジ～鹿屋串良ジャンクション(17.7km)

が開通しました。また、大隅縦貫道の鹿屋串良ジャンク
ション～笠之原インターチェンジ(6.1km)も同時に開通
しました。
　今後は、鹿屋市～大崎、志布志まで建設され、伊藤
知事は「県内全域の一体的発展に弾みがつきます。」と
挨拶をされました。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）を
行
っ
て
お
り
、

県
内
で
は
錦
江
町
が
第
１
号
と
な

り
ま
し
た
。
就
航
イ
ベ
ン
ト
は
大

盛
況
。「
元
気
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
錦

江
町
号
」
は
１
年
間
運
航
し
、
機

内
で
は
本
町
の
特
産
品
や
観
光
を

Ｐ
Ｒ
す
る
機
内
誌
の
配
布
、
大
根

占
ふ
か
み
会
の
お
茶
の
提
供
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
５
月
に
は
、
錦
江

町
と
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
コ
ラ
ボ
商

品「
ソ
ラ
メ
ロ
パ
ン
」
を
県
内
約

二
百
店
舗
の
ロ
ー
ソ
ン
で
販
売
。

　

そ
し
て
、
２
０
１
４
年
12
月
、

「
元
気
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
錦
江
町
号
」

が
１
年
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
終
え
た

こ
と
を
契
機
に
、
包
括
的
連
携
協

定
を
締
結
。
今
後
も
よ
り
一
層
相

互
に
連
携
し
な
が
ら
、
観
光
や
地

域
産
業
、
地
域
文
化
等
に
加
え
、

航
空
文
化
の
振
興
に
努
め
る
べ
く

結
ば
れ
た
協
定
で
す
。

　

包
括
的
連
携
協
定
締
結
後
は
、

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト「
グ
リ
ー
ン
ス
カ
イ
フ
ェ
ス

タ
」
へ
参
加
し
、
特
産
品
販
売
や

本
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
ソ

ラ
シ
ド
エ
ア
の
機
内
誌「
ソ
ラ
タ

ネ
」
に
錦
江
町
の
特
集
が
12
ペ
ー

ジ
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
、
約

１
万
４
千
部
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

錦江町×ソラシドエア

５
つ
の
記
念
事
業
を
予
定

2013 年７月　元気ファクトリー錦江町号 就航

   2023 年 10 月
 グリーンスカイフェスタ

2013 年７月 就航イベント
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鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学（
本
町

と
包
括
的
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
）

と
錦
江
町
と
で
、
地
域
再
生
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る「
お
茶
の
実
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
少
子
高
齢
化
や
、
お

茶
を
飲
む
文
化
の
低
迷
等
の
影
響
を

受
け
、
町
内
に
は
耕
作
放
棄
地
の
茶

畑
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
か

ら
、
鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学（
以

下
、
純
短
大
）
と
共
同
で
、
耕
作
放
棄

地
で
収
穫
し
た
お
茶
の
実
か
ら
オ
イ

ル
を
採
り
、
新
た
な
お
茶
の
活
用
方

法
や
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
と
の
包

括
的
連
携
協
定
10
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
純
短
大
、
ソ
ラ
シ
ド

エ
ア
、
錦
江
町
が
連
携
し
て「
お
茶
の

実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
南
大
隅
町
に
あ
る
ボ

タ
ニ
カ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
純
短
大

の
学
生
12
名
、
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
社
員

４
名
、
錦
江
町
茶
農
家
２
名
が
集
結
。

今
回
の
目
的
は
、
昨
年
学
生
た
ち
が

収
穫
し
た
茶
の
実
を
搾
っ
て
で
き
た

オ
イ
ル（
茶
の
実
オ
イ
ル
）
と
、
様
々

な
香
り
の
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
調
合
し
、

今
年
商
品
化
す
る『
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
オ

イ
ル
』
の
香
り
を
決
定
す
る
こ
と
。
フ

レ
グ
ラ
ン
ス
オ
イ
ル
は
、
手
や
体
に

塗
り
、
香
水
の
よ
う
に
香
り
を
楽
し

記念事業　始動！！！

第１弾
お茶の実プロジェクト

む
オ
イ
ル
。
ボ
タ
ニ
カ
ル
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
代
表
取
締
役
の
黒
木
靖
之
さ
ん

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

参
加
者
全
員
で
香
り
の
調
合
作
業
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
約
40
種
類
の
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

の
香
り
を
一
つ
一
つ
確
認
し
、
直
感
的

に
◎
○
△
に
仕
分
け
。
黒
木
さ
ん
は
、

「
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
名
前
を
見
て
か
ら

嗅
ぐ
と
、
先
入
観
で
正
し
い
判
断
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
名
前
を
見

る
前
に
匂
っ
て
み
て
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
。
仕
分
け
後
は
、
自

＼鹿児島純心女子短期大学×錦江町×ソラシドエア／

分
が
作
り
た
い
イ
メ
ー
ジ
の
香
り
に

題
名
を
付
け
、
◎
や
〇
を
つ
け
た
オ

イ
ル
を
中
心
に
茶
の
実
オ
イ
ル
と
調

合
し
て
い
き
ま
す
。
題
名
は「
夏
の
思

い
出
」「
青
春
」「
初
恋
」「
爽
快
」な
ど
、

人
そ
れ
ぞ
れ
。
最
後
に
、
全
員
が
調

合
し
た
オ
イ
ル
を
並
べ
て
、
商
品
化

す
る
香
り
を
投
票
で
決
め
ま
し
た
。

　

今
回
、
商
品
化
が
決
定
し
た
の
は
、

純
短
大
の
寺
迫
優
歌
さ
ん
が
調
合
し

た「
通
り
す
が
り
の
あ
の
人
」
と
い
う

名
の
香
り
。
柑
橘
系
の
爽
や
か
な
中

に
、
少
し
甘
さ
の
漂
う
オ
シ
ャ
レ
な

香
り
で
す
。
寺
迫
さ
ん
は
、

「
ま
さ
か
自
分
の
オ
イ
ル
が
選
ば
れ
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
販
売
が
楽
し
み
。」

と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。
フ
レ
グ
ラ
ン

ス
オ
イ
ル
は
８
月
に
ラ
ベ
ル
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
完
成
さ
せ
、
11
月
末
の
ソ
ラ

シ
ド
エ
ア
の
グ
リ
ー
ン
ス
カ
イ
フ
ェ

ス
タ
で
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

❶
約
40
種
類
の
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の

香
り
を
嗅
ぎ
、
◎
○
△
に
分
類
。

❷
茶
の
実
オ
イ
ル
と
ホ
ホ
バ
オ
イ
ル

を
合
わ
せ
た
も
の
に
、
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
を
足
し
て
、
香
り
を
つ
け
て
い
く
。

自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
香
り
に
近
づ

け
る
よ
う
、
微
調
整
す
る
の
が
難
し
い
。

❸
参
加
者
が
調
合
し
た
香
り
を
全
て

並
べ
て
、
ど
の
香
り
を
商
品
化
す
る

か
投
票
で
決
定
。

香
り
は
人
に
よ
っ
て
好
み
が
分
か

れ
る
。
分
類
結
果
も
人
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
て
い
て
、
お
も
し
ろ
い
。

▼
▼

▼
▼

ボタニカルファクトリー
黒木靖之 代表取締役↓

↑株式会社ソラシドエア
中村文香さん 出水裕幸さん 日隈紀香さん

＼香りの調合作業の流れ／   

包括的連携協定１０周年
／
株式会社ソラシドエア
地元価値共創本部 共創推進部長
田尻 香さんにお話をお伺いしました！
＼

株式会社ソラシドエア
地元価値共創本部
田尻 香 共創推進部長

「
『
九
州
・
沖
縄
の
翼
』
と

し
て
、
地
元
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
。」

と
話
さ
れ
た
の
は
、
ソ
ラ

シ
ド
エ
ア
地
元
価
値
共
創

本
部
共
創
推
進
部
長
の
田

尻
さ
ん
。
現
在
、
ソ
ラ
シ

ド
エ
ア
と
協
定
関
係
を
結

ん
で
い
る
自
治
体
は
全
国

に
28
。
錦
江
町
は
鹿
児
島

県
内
で
、
最
初
に
協
定
を

結
ん
だ
町
と
の
こ
と
。

「
地
域
の
課
題
を
、
航
空

会
社
の
看
板
を
使
っ
て
解

決
・
改
善
で
き
る
よ
う
な

活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
中
で
、
地

元
の
方
が
地
元
の
良
さ
を

再
確
認
し
た
り
、
地
元
の

い
い
も
の
に
気
付
い
て
、

そ
れ
を
強
み
に
Ｐ
Ｒ
し
た

り
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

嬉
し
い
。」

と
語
る
田
尻
部
長
。

　

今
回
商
品
化
す
る
フ
レ

グ
ラ
ン
ス
オ
イ
ル
は
11
月

末
に
東
京
で
行
わ
れ
る
グ

リ
ー
ン
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ

で
販
売
予
定
。田
尻
部
長
は
、

「
グ
リ
ー
ン
ス
カ
イ
フ
ェ

ス
タ
は
、
こ
れ
ま
で
空
恋

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
つ
な
が

り
の
あ
る
自
治
体
様
を
メ

イ
ン
に
、
ブ
ー
ス
を
設
け

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
各
自
治
体
の
ブ
ー
ス

に
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
社
員

も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
入
り
、

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
お
手
伝
い
す
る

社
員
が
事
前
に
町
を
訪
れ

た
り
、
町
を
知
っ
た
り
す

る
機
会
が
持
て
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。」

と
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま

し
た
。　

　

包
括
的
連
携
協
定
10
周

年
記
念
事
業
の
第
１
弾
は

「
お
茶
の
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
し
た
。そ
の
他
に
も
、

・
ソ
ラ
メ
ロ
パ
ン
復
刻
と

し
て
の
お
菓
子
や
フ
レ
グ

ラ
ン
ス
オ
イ
ル
の
販
売

・
お
試
し
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
制
度
を
利
用
し
、
ソ
ラ

シ
ド
エ
ア
管
理
職
会
議
を

錦
江
町
で
実
施

・
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
へ
の
企

業
研
修
と
し
て
役
場
職
員

を
派
遣

・
錦
江
町
で
ん
し
ろ
う
ト

レ
イ
ル
へ
の
サ
ポ
ー
ト

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
と
の

包
括
的
連
携
協
定
10
周

年
記
念
事
業
。
続
報
が

入
り
次
第
、
広
報
誌
で

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
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